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船舶事故調査報告書 

 

                               平成２４年１月１２日 

                        運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                           委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                           委   員  庄 司 邦 昭 

委   員  石 川 敏 行 

委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 衝突（可動橋） 

発生日時 平成２２年１０月９日 ０９時００分ごろ 

発生場所 徳島県徳島市今
いま

切
ぎれ

川加賀須野
か が す の

橋可動部右岸側 

徳島市所在の今切港長原導流堤灯台から真方位３１５°４,１８０ｍ付近

（概位 北緯３４°０７.８′ 東経１３４°３４.７′） 

事故調査の経過 平成２２年１１月１７日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

液体化学薬品ばら積船 するが丸、２９７トン 

１３３４１３、有限会社中川海運 

５２.８３ｍ×８.６０ｍ×３.９０ｍ、鋼 

ディーゼル機関、７３６kＷ、平成４年５月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ４２歳 

四級海技士（航海） 

免 許 年 月 日 平成９年４月１日 

免 状 交 付 年 月 日 平成１８年１１月１７日 

免状有効期間満了日 平成２４年３月３１日 

 死傷者等 なし 

 損傷 本船 なし 

可動橋 誘導ポール及び開閉時刻表支柱の曲損、分電盤損傷等 

 事故の経過 

 

本船は、船長ほか３人が乗り組み、今切川を遡り、化学工場で濃硫酸を

荷揚げし、空船で離岸した。 

船長は、機関長を機関操縦に、一等航海士及び甲板長を左右舷の見張り

にそれぞれ就け、加賀須野橋の可動部の開門時刻である０９時００分に合

わせるよう、手動操舵により今切川を航行した。 

船長は、前日からの降雨により川が増水している状況下、加賀須野橋の

可動部が上がるのを確認したのち、機関を微速力前進又は中立として約３.

６ノット（kn）の速力（対地速力、以下同じ。）で加賀須野橋の通航帯に進

入しようとしたとき、通航帯の中央より左岸側に寄っていたため、右舵一

杯に続いて左舵一杯として船位を修正しようとしたものの、平成２２年１

０月９日０９時００分ごろ、流水により右方へ圧流されながら通航帯を通

過し、右舷側が加賀須野橋可動部（以下「可動部」という。）付近の右岸側

施設と衝突した。 

 気象・海象 気象：天気 雨、風向 東北東、風力 ３、視界 良好 

海象：川面上 平穏、潮汐 下げ潮の中央期 
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 その他の事項 加賀須野橋は、跳開式橋梁であり、通航帯の幅は１４.４ｍであった。 

船長は、平成２２年２月から本船の船長として乗船し、以後、加賀須野

橋の通航経験は約３０回あり、最初の２回はパイロットの操船により通航

したが、その後は自らの操船で通航していた。 

船長は、通常、約５kn の速力で通航帯を通過していたが、本事故当時、

前日からの降雨により川が増水して圧流速度が大きかったので、慎重に通

過しようとして通常より速力を落としたことから、約３.６kn の速力で通

航帯に進入した。 

船長は、狭い通航帯で大舵角をとったが、期待した舵効は得られず、そ

の後、反対舷に舵を切っても船首方位が戻らなかったと感じた。 

本船にバウスラスターは、装備されていなかった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

あり 

本船は、今切川の加賀須野橋の通航帯を川下へ

通過する際、船長が舵効が得られる適切な速力と

しなかったことから、船位の修正ができずに圧流

され、可動部付近の右岸側施設に衝突した可能性

があると考えられる。 

原因 本事故は、本船が、今切川の加賀須野橋の通航帯を川下へ通過する際、

船長が舵効が得られる適切な速力としなかったため、船位の修正ができず

に圧流され、可動部付近の右岸側施設に衝突したことにより発生した可能

性があると考えられる。 

参考 加賀須野橋は、老朽化が進んだことなどから、徳島県では平成２１年度

から架け替え工事を行い、同２６年度ごろには、現在の橋の上流に通航帯

の幅が約４４ｍの新加賀須野橋が完成する予定である。 

今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考えられ

る。 

・川が増水により流速が増している場合は、満潮時などの流速が緩やか

となる時間帯に通航すること。 

 

 




